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研究プロジェクトの名称 
「学習科学に基づくデザイン研究を用いた新たな教育の創出 

―学校におけるハイブリッド型授業の実践と評価―」 

 

 

 

 

研究プロジェクトの概要 

 本研究の目的は、教室での対面授業と ICTを活用した遠隔授業を融合さ

せたハイブリッド型授業における協働的な学びを実現する実践の創出と

その評価を行うことを目的としたものであった。こうした社会的背景を研

究動機に、『知識創造』を学習の認識論的立場とし、協働的な知識構築と

ともに学習過程の追跡可能なソフトウェア（Knowledge Forum）を使用

して授業デザインをし、その授業過程の定性的・定量的分析を行った。ま

た、デザイン研究の展開を基盤にした授業デザインの過程を記述・考察し、

ICTを活用した協働的な学習での授業デザインの課題を明らかにした。 

 

 

 

研 究 成 果 の 概 要 

 

※申請時にチェックした 

「取組課題」との関連と 

その成果も明記すること。 

 

 

本研究での実践を分析した結果、学習者の知識創造を可視化する授業デ

ザインの構成や知識創造に参画する学習者の協調学習への参加が捉えら

れなかった。その背景に、協働学習の目的や位置づけ、学習成果の捉え方

が従来の考え方とは異なること、学習の認知的側面、内的表象の形成とい

った学習観や協働の成果をその表象に捉える認識論の違いを共有・理解し

ながらも授業デザインや指導行為に反映できなかったことがあげられる。 

知識創造を認識論的立場とする学習では、個々の内的過程を軽視するの

ではなく、それを基盤として協働する学習コミュニティの中で自ら知を生

み出していくことを求め、学習をデザインする。学習者の主体性や協働だ

けでは、個々の概念理解やより深い理解に必ずしも到達するわけではない

という課題に基づくもので、21 世紀の学びのありかたとして進展したも

のであるといえる。現在の、多くの実践では、学習者の主体性重視と他者

との対話や共同作業といった協働的活動の多用は独立して強調される。 

ICT活用によって、個々の認知過程は格段に外化・把握が容易になった

一方で多くの協働的な学びがこうした認知過程の協調による知識創造を

志向したり、目指しているとは言い難い。個々の学習への還元を当然とみ

なし、同じ場所に参集することを授業とみなしていた学校教育において、

ポストコロナにおいては協働的学習の目的を再考し、認識論を転回するこ

とがハイブリッド型学習の授業デザインの基盤になると考える。 

 

 

研究成果の発表状況 

特になし 

 

学校現場や授業への研 

究成果の還元について 

本実践の成果と Knowledge Forum の活用にむけた実践の推進に加えて、

「知識創造」の認識論に立った協働・探究の授業づくり、学習のみとりに

ついて、授業研究や校内研修へ参画を通して取り組んでいる。 

【提出期限】令和４年３月３１日（木）：厳守 


